Multivariate analysis of prognostic factors in patients with rapidly progressive alopecia areata by 内山 真樹
 
          学 位 論 文 審 査 要 旨  公開審査日 2014 年 10月 22日（水） 
報告番号：乙 第  2078 号 氏名：  内山 真樹 
論文審査 
担当者 
主査  教授  小田原 雅人   印 
副査  教授  井上 茂     印 
副査  教授  松村 一     印 
審査論文の題目： Multivariate analysis of prognostic factors in patients with rapidly 
progressive alopecia areata（急速進行型円形脱毛症患者における予後予測因子の多変量解析）
著 者：Masaki Uchiyama, Chizu Egusa, Ayako Hobo, Ryokichi Irisawa , Masashi Yamazaki,  
Ryoji Tsuboi 
掲載誌：Journal of the American Academy of Dermatology 67:1163-1173 (2012) 
論文要旨： 
円形脱毛症(以下、AA)は頻度の高い脱毛症で症例により種々の程度の脱毛を呈するが、予後を決定する
因子は明らかではない。AA 患者、特に初診時に毛髪牽引試験が陽性または初診時より 6ヵ月以内に急速
に脱毛が進行した AA 患者における予後予測因子を検討した。過去 3 年間に東京医科大学病院皮膚科を受
診した新規の AA 患者 1030 例の患者背景を検討し、長期経過を追跡できた症例において多変量解析を用
いて予後予測因子を解析した。新生軟毛陽性群は、全体の AA 患者、急速進行型 AA 患者いずれにおいて
も改善率と治癒率が高かった。急速進行型 AA 群は予後が良好な因子であった。全体の AA 患者では若年
発症群と罹患期間長期群は、それぞれ治癒率が低く、再発率が高かった。急速進行型 AA 患者では、AA
の過去歴を有する群は再発率が高かった。急速進行型 AA 患者は初診時の重症度、初期治療に関わらず、
予後が良好な傾向が示唆された。また、初診時に脱毛斑上にみられる新生軟毛は予後がよい因子である
ことが判明した。 
 
 
審査過程： 
1. 本研究の臨床的背景について具体的な説明がなされ、本研究の目的、意義も明確に述べられた。 
2. 研究結果に基づいた考察、結論についても適切な説明がなされた。 
3. 円形脱毛症（AA）の治療法の選択についての質問に対して、治療法の相違による予後の解析結果も
含め適切な説明がなされた。 
4. 病型や、アトピー性疾患との合併による差異について、免疫学的な観点から適切な説明がなされた。
5. 追跡不能例による選択バイアスが研究結果に与える影響について適切な回答が得られた。 
6. 病型が予後予測要因とならなかったことについて、研究の限界点も含めて適切な回答が得られた。
価値判定： 
本研究では円形脱毛症（ＡＡ）の１０３０名の患者、特に急速進行型ＡＡ患者に関する予後予測因子
に関して多変量解析を行うことにより検討している。本研究結果は、これまで十分明らかにされていな
かった、急速進行型ＡＡの予後を予測する上で重要な示唆を与えるものであり、当該領域の今後の診療
に大きく寄与するものと考えられる。よって学位論文としての価値を認める。 
 
